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〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

歳入合計　112,943,074

歳出合計　101,522,876

❶普通賦課金 64,422,750
　　本年度賦課金 64,422,750
　　過年度賦課金 0
❷特別賦課金 6,191,500
　　別院御仏飯料 4,316,500
　　災害見舞協力金 1,875,000

教区賦課金 70,614,250

❶各種願記冥加金 2,292,500

各種願記冥加金 2,292,500

❶雑収入 581,001

雑収入 581,001

❶㈵伝道車購入積立金会計 0
❷㈵平衡資金会計 9,670,837

特別会計回付金 9,670,837

❶前年度繰越金 10,576,691

前年度繰越金 10,576,691

❶完納奨励教化費 2,482,000

完納奨励教化費 2,482,000

❶山口別院一般会計回付金 9,066,500
　　別院御仏飯料回付金 4,316,500
　　別院運営費回付金 4,500,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,875,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 100,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計
 500,000
❻㈵山口教区法要事務所会計 500,000

回付金 12,341,500

❶第一予備費 0
❷第二予備費 10,118

予備費 10,118

❶実践運動推進費 13,348,581
　　教区実践運動推進費 1,780,069
　　人権社会活動推進費 759,114
　　寺院活動支援推進費 572,741
　　広報推進費 5,599,424
　　門信徒教化推進費 346,540
　　実践運動推進会議費 2,050,693
　　組織教化費 2,240,000
❷組実践運動推進費 17,845,837
　　組巡回費 0
　　組交付金 17,845,837

教化推進費 31,194,418

❶教区会費 1,538,537
❷組長会費 1,121,498
❸各種会議費 281,764

会議費 2,941,799

❶人件費 43,412,001
　　俸給 23,474,530
　　諸手当 4,906,000
　　賞与 8,554,222
　　福利費 6,477,249

❷事務費 7,548,198
　　通信費 2,647,130
　　出張費 33,720
　　事務諸費 4,867,348

❸諸費 1,430,077
　　慶弔費 424,865
　　渉外費 80,400
　　雑費 111,874
　　伝道車関係費 812,938

教務所費 52,390,276

歳入の部 （単位：円）

歳出の部 （単位：円）

❶宗派交付金 18,772,795
❷その他交付金 110,000

交付金 18,882,795

❶参加費収入 325,000

参加費収入 325,000

❶宗会議員選挙費 162,765

宗会議員選挙費 162,765
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臨時教区会開催
　去る７月26日（月）に、別院本堂において、2021（令和３）年度臨時教区会（八木靜也議長）が開催され、
提出された財務承認議案は、原案通り可決されました。議案は次の通り。

【財務承認議案】
2020（令和2）年度一般会計歳計決算・特別会計歳計決算（寺院災害見舞金会計、伝道車購入積立金会計、
平衡資金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年法要事務
所会計）

2020（令和2）年度 山口教区一般会計歳計決算並説明
自 2020（令和２）年４月１日　至 2021（令和３）年３月31日



本願寺山口別院 検索

歳入合計　112,943,074

歳出合計　101,522,876

❶普通賦課金 64,422,750
　　本年度賦課金 64,422,750
　　過年度賦課金 0
❷特別賦課金 6,191,500
　　別院御仏飯料 4,316,500
　　災害見舞協力金 1,875,000

教区賦課金 70,614,250

❶各種願記冥加金 2,292,500

各種願記冥加金 2,292,500

❶雑収入 581,001

雑収入 581,001

❶㈵伝道車購入積立金会計 0
❷㈵平衡資金会計 9,670,837

特別会計回付金 9,670,837

❶前年度繰越金 10,576,691

前年度繰越金 10,576,691

❶完納奨励教化費 2,482,000

完納奨励教化費 2,482,000

❶山口別院一般会計回付金 9,066,500
　　別院御仏飯料回付金 4,316,500
　　別院運営費回付金 4,500,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,875,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 100,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計
 500,000
❻㈵山口教区法要事務所会計 500,000

回付金 12,341,500

❶第一予備費 0
❷第二予備費 10,118

予備費 10,118

❶実践運動推進費 13,348,581
　　教区実践運動推進費 1,780,069
　　人権社会活動推進費 759,114
　　寺院活動支援推進費 572,741
　　広報推進費 5,599,424
　　門信徒教化推進費 346,540
　　実践運動推進会議費 2,050,693
　　組織教化費 2,240,000
❷組実践運動推進費 17,845,837
　　組巡回費 0
　　組交付金 17,845,837

教化推進費 31,194,418

❶教区会費 1,538,537
❷組長会費 1,121,498
❸各種会議費 281,764

会議費 2,941,799

❶人件費 43,412,001
　　俸給 23,474,530
　　諸手当 4,906,000
　　賞与 8,554,222
　　福利費 6,477,249

❷事務費 7,548,198
　　通信費 2,647,130
　　出張費 33,720
　　事務諸費 4,867,348

❸諸費 1,430,077
　　慶弔費 424,865
　　渉外費 80,400
　　雑費 111,874
　　伝道車関係費 812,938

教務所費 52,390,276

歳入の部 （単位：円）

歳出の部 （単位：円）

❶宗派交付金 18,772,795
❷その他交付金 110,000

交付金 18,882,795

❶参加費収入 325,000

参加費収入 325,000

❶宗会議員選挙費 162,765

宗会議員選挙費 162,765
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２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度

公
　
聴
　
会

　
本
年
度
の
公
聴
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
再
び
発
出
さ
れ
る

都
道
府
県
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
９
月
13
日
か
ら
９
月
30
日
の

期
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
（
動
画
配

信
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
口

教
区
で
は
、
当
初
か
ら
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
９
月
15
日
に
、
別

院
本
堂
に
て
動
画
を
視
聴
い
た
し
ま

し
た
。
宗
会
議
員
や
教
区
会
議
員
、

組
長
を
は
じ
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

が
5８
名
、
別
院
に
て
視
聴
さ
れ
た
方

が
17
名
、
計
75
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
公
聴
会
で
は
、
冒
頭
の
石

上
智
康
総
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
学
び

と
し
て
総
合
研
究
所 

満
井
秀
城 

所

長
よ
り
『
ご
親
教
「
浄
土
真
宗
の
み

教
え
」
を
い
た
だ
い
て
』
と
題
し
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
報
告
及
び
意
見
聴
取
で

は
各
担
当
部
署
よ
り

⑴
宗
務
の
現
況
に
つ
い
て

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
感
染
拡
大
状
況
に
お
け
る
得
度

　
　
習
礼
・
教
師
教
修
等
に
つ
い
て

　
②
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

　
　
に
募
金
」
に
つ
い
て

⑵
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

　
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
に
つ

　
い
て

⑶
新
し
い
持
続
可
能
な
宗
務
組
織
に

　
向
け
た
改
革
に
つ
い
て

以
上
の
３
項
目
に
分
け
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

意
見
は
教
務
所
に
て
集
約
し
、
宗
派

へ
進
達
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
い
つ
終
わ
る
と
も
分
か
ら
な

い
中
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ

つ
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
ご
法
義
を

伝
え
て
い
く
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が

考
え
実
践
し
て
、来
る
２
０
２
３（
令

和
５
）
年
の
法
要
に
向
け
気
運
を
高

め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

内　陣右余間 左余間

中外陣
演台

黒板

司
会
台

ミ
キ
サ
ー

P
C

カメラ１ カメラ２

カメラ１・２

講師のバストアップの映像
と、講師と黒板を映していま
す。

外　陣

オ
ン
ラ
イ
ン
機
材
の
紹
介

４

カメラ３・４

３ 内陣と外陣を映します

スイッチャー
カメラ映像やマイク音声を PCに
取り込むために使用しています。
映像は４つまで取り込むことがで
きます。

配信用ソフトウェア
OBS

配信サービス
YouTube
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
戦
争

に
よ
っ
て
尊
い
い
の
ち
を
失
わ
れ
た

す
べ
て
の
方
が
た
を
追
悼
し
、
悲
惨

な
戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
平
和
へ
の
決
意
を
確
認

す
る
た
め
、
１
９
８
１
（
昭
和
56
）

年
か
ら
毎
年
、
東
京
・
国
立
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
い
て
、｢
全
戦

没
者
追
悼
法
要｣

を
勤
修
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
年

の
法
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
鑑

み
、
諸
行
事
を
一
部
取
り
や
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
拝
を
ご
案
内
し
、ま
た
、

台
風
14
号
接
近
に
伴
い
、
会
場
を
築

地
本
願
寺
に
移
し
厳
修
い
た
し
ま
し

た
。

　
法
要
に
先
立
ち
、
恒
久
平
和
へ
の

願
い
を
新
た
に
す
る
た
め
「
平
和
宣

言
」
が
行
わ
れ
、
本
山
及
び
全
国
各

地
で
一
斉
に
「
平
和
の
鐘
」
が
撞
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宗
門
関
係
学
校

か
ら
「
い
の
ち
の
尊
さ
」「
非
戦
・

平
和
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
寄
せ

ら
れ
ら
た
作
文
か
ら
、
最
優
秀
作
文

「
七
十
六
年
前
の
命
と
夢
」（
北
陸
中

学
校
　
伊
部
愛
唯
さ
ん
）「
平
和
な

世
界
を
築
く
言
葉
」（
京
都
女
子
高

等
学
校
　
楠
田
実
紅
さ
ん
）の
朗
読
・

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
要
の
後
、
山
口
別
院
で
は
「
非

戦
・
平
和
を
学
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
、

別
院
で
は
門
徒
推
進
員
８
名
が
参
加

さ
れ
た
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
に
は
龍
谷
大
学
名

誉
教
授
・
戦
時
被
災
寺
院
等
調
査
委

員
会
委
員
　
新
田
光
子
氏
を
お
招
き

し
、
宗
門
で
昨
年
実
施
さ
れ
た
「
宗

門
寺
院
と
戦
争
・
平
和
問
題
」
の
調

査
に
あ
た
り
、
私
た
ち
の
宗
門
と
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
の
関
り
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
研
修
会
の
最
後
に
、
山
口
教

区
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

委
員
会
副
委
員
長
　
藤
岡
真
治
氏
よ

り
、
来
年
２
月
に
山
口
教
区
に
て
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
ス
ク
ー

ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
、
そ
の

意
義
と
目
的
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

第
41
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要  

並
び
に  

非
戦
・
平
和
を
学
ぶ
会
　
９
月
18
日
（
土
）
開
催

「平和の鐘」打鐘　周南組徳応寺

新田 光子 氏

藤岡 真治 氏

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2021.10.1 ～ 2022.1.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
10 月  1 日～ 10 日 黒瀬　英世 12 月  1 日～ 10 日 重枝　真紹

11 日～ 20 日 波佐間正弘 11 日～ 20 日 寺田　弘信
21 日～ 31 日 日髙　殊恵 21 日～ 31 日 厚見　　崇

11 月  1 日～ 10 日 松浦　成秀 1 月  1 日～ 10 日 輪　　　番
11 日～ 20 日 藤本　好樹 11 日～ 20 日 石田　敬信
21 日～ 30 日 木村　智教 21 日～ 31 日 藤本　弘信

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。



〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

40 名

40 名

37 名

35 名

31 名

38 名

35 名

35 名

21 名

26 名

30 名

32 名

周 南 組

大 津 西 組

邦 西 組 ②

美 祢 西 組

柳 井 組 ②

防 府 組 ①

豊 浦 組 ① 

宇部小野田組②

山 口 北 組 ②

熊 毛 組 ②

下  関  組

宇部小野田組③ 

27 名

20 名

30 名

19 名

33 名

35 名

19 名

32 名

32 名

33 名

35 名

35 名

35 名

30 名

21 名

27 名

30 名

25 名

32 名

31 名

大 島 組

大 津 東 組 ①

阿 武 組

大 津 東 組 ②

豊 浦 西 組 ②

宇部小野田組①

大 津 東 組 ③

柳 井 組 ①

熊 毛 中 組 ③

下 松 組

豊 田 組

邦 西 組 ①

山 口 南 組 ②

豊 浦 組 ③

山 口 北 組 ①

萩 組 ②

熊 毛 中 組 ①

華 松 組

熊 毛 組 ①

美 祢 東 組 ②

32 名

40 名

40 名

40 名

37 名

33 名

35 名

35 名

32 名

32 名

35 名

38 名

34 名

35 名

35 名

30 名

27 名

13 名

30 名

18 名

32 名

32 名

美 和 組  

宇 部 北 組  

厚 狭 西 組     

白 滝 組

萩 組 ①

豊 浦 西 組 ①

玖 珂 西 組

須 佐 組

岩 国 組 ①

岩 国 北 組

熊 濃 組

防 府 組 ②

熊 南 組

豊 浦 組 ②

山 口 南 組 ①

小 月 組

熊 毛 中 組 ②

美 祢 東 組 ③

岩 国 組 ②

熊 毛 組 ③

岩 国 組 ③

美 祢 東 組 ①

3 月 30 日（木）
午後

4 月   1 日（土）
午後

4 月   3 日（月）
午前

4 月 10 日（月）
午後

4 月 11 日（火）
午後

4 月 13 日（木）
午前

4 月 25 日（火）
午前

4 月 28 日（金）
午前

5 月   9 日（火）
午前

5 月   9 日（火）
午後

5 月 16 日（火）
午後

　来る 2023（令和 5）年、宗門では親鸞聖人

御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要をお

勤めいたします。

　法要団体参拝一次募集の申し込みが 10 月１

日より開始されました。山口教区からの申し込

み予定は以下の通りです。
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　「
築
地
本
願
寺
の
経
営
改
革
〜
地

方
寺
院
再
生
に
向
け
て
〜
」
と
題
さ

れ
た
本
例
会
。
築
地
本
願
寺
宗
務
長

安
永
雄
玄
氏
を
講
師
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
で
は
過
疎
・
高
齢
化
が
深
刻

と
な
り
、
寺
院
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
今
回
の
講
義
を
よ
り
た
く
さ

ん
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
、
第
４
連
区
内
青
年
僧
侶
の
会

に
ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。
山
口

教
区
か
ら
は
37
名
、
他
教
区
か
ら
は

９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
ま
ず
「『
宗
教
法
人
』

と
『
株
式
会
社
』
の
経
営
は
本
質
的

に
同
じ
で
あ
る
」と
い
う
考
え
か
ら
、

人
口
移
動
や
出
生
率
の
低
下
の
よ
う

な
寺
院
収
入
に
関
わ
る
社
会
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
、
東
京
や
山
口
教
区

の
実
際
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宗
門

  
若
朋
会
第
１
回
例
会  

７
月
13
日
（
火
）
開
催

が
実
施
し
た
寺
院
・
僧
侶
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
築
地
本
願
寺
で
独

自
に
行
わ
れ
た
一
般
の
方
々
が
抱
え

て
い
る
不
安
に
つ
い
て
調
査
し
た
結

果
を
紹
介
さ
れ
、
宗
教
界
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
、
そ
し
て
寺
院
・
僧

侶
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
宗
務
長
就
任

当
初
よ
り
門
戸
を
広
げ
る
た
め
築
地

本
願
寺
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
テ

ラ 

ｔ
ｏ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
従
前
の
活
動
を

漠
然
と
繰
り
返
す
寺
院
経
営
の
あ
り安永 雄玄 氏

方
に
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
築
地
本
願
寺
で
は
、
あ
ま
り
ご
縁

の
無
い
方
に
ど
の
よ
う
に
し
て
ご
門

徒
に
な
っ
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
次

世
代
の
情
報
管
理
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）
シ
ス

テ
ム
を
構
築
中
で
あ
り
、
そ
う
い
っ

た「
新
し
い
門
信
徒
の
創
造
」と「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
寺
院
経
営
の
目

的
に
据
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

　
休
憩
の
後
、
銀
行
員
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
を
経
験
さ
れ
た
同
氏
か

ら
、
寺
院
経
営
に
必
要
な
ス
キ
ル
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
地
方
寺
院
の
再
生
に
向
け

て
「
正
確
な
現
状
認
識
」
を
も
と
に

戦
略
の
策
定
・
実
行
を
し
、
各
寺
院

の
強
み
を
い
か
し
つ
つ
、
門
徒
・
信

徒
の
み
な
ら
ず
広
く
一
般
の
方
々
の

期
待
に
応
え
て
い
く
必
要
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
講
義
終
了
後
に
と
っ
た
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
実
行
に
移
す
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
」「
東
京
と

地
方
で
の
現
状
は
違
え
ど
も
、
目
指

す
べ
き
場
所
は
一
緒
」
と
い
う
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
口
教
区
寺
族
青
年
会「
若
朋
会
」

は
、僧
籍
が
有
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、

教
区
内
寺
族
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
な
か
な
か
従
前

同
様
の
活
動
と
は
参
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
よ
う
な
例
会
を
今
後
も
計
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
も
し
当
会
の
活
動
に
ご
興
味
の

あ
る
方
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

jakuhoukai@gmail.com
083-973-4111
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第
51
回
山
口
教
区
仏
教
婦
人
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
19
日
（
日
）
開
催

　
本
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度

か
ら
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
今
年
こ
そ
は
…
」
と
大
会
開
催
に

向
け
お
引
き
受
け
の
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

（
萩
組
・
阿
武
組
・
須
佐
組
）
を
中

心
に
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

が
、感
染
症
再
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

萩
市
民
館
で
の
開
催
を
取
り
止
め
、

山
口
別
院
を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
す
る
形
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
連
盟
会
員
全
員
の
視
聴
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
現
在

の
状
況
で
は
、
な
か
な
か
各
寺
院
に

集
ま
っ
て
視
聴
す
る
こ
と
も
適
わ
な

い
中
、
講
師
の
備
後
教
区 

奥
組 

淨

福
寺 

副
住
職 

山
下 

瑞
円 

氏
に
ご

無
理
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と

か
開
催
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
別
院
に
は
、
教
区
連
盟
役
員

及
び
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
、
計
24
名

の
方
が
た
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
ま

た
配
信
の
同
時
視
聴
者
数
は
30
名
前

後
、
再
生
回
数
は
現
在
２
０
０
回
弱

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
若
婦
人
対
象
の
大
会
で
、

「
若
者
に 

今 

伝
わ
る
仏
教
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
開
会

式
で
は
教
区
連
盟
委
員
長 

西 

喜
久

枝 

氏
に
「
こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
が

み
教
え
を
ど
う
や
っ
て
繋
い
で
行
く

か
、
考
え
る
大
会
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
寄
り
添
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
さ
ま
と
一
緒

に
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ご
法
話
は
、
初
め
て
仏

教
に
触
れ
た
方
、
触
れ
て
ま
だ
日
の

浅
い
方
に
向
け
、
わ
か
り
や
す
く
仏

教
の
教
え
の
原
点
、
ま
た
講
師
の
い

た
だ
か
れ
て
い
る
浄
土
真
宗
の
み
教

え
に
つ
い
て
お
取
り
次
ぎ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
法
話
で
は
ま
ず
、
お
釈
迦
さ
ま

の
「
人
生
は
苦
で
あ
る
」
と
い
う
お

覚
り
、
ま
た
そ
の
苦
し
み
の
原
因
で

あ
る
「
煩
悩
」
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
煩
悩
を
な
く
す
と

い
う
仏
教
の
目
的
と
、
煩
悩
を
抱
え

た
ま
ま
の
私
、
そ
し
て
そ
ん
な
私
を

そ
の
ま
ま
に
す
く
い
取
っ
て
く
だ
さ

る
仏
さ
ま
の
お
話
を
聞
く
大
切
さ
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
身
の

子
育
て
の
中
で
出
会
っ
た
『
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
』
で
有
名
な
水
木
し
げ
る

作
の
絵
本
『
水
木
少
年
と
の
ん
の
ん

ば
あ
の
地
獄
め
ぐ
り
』
と
い
う
本
を

紹
介
さ
れ
、
そ
の
本
や
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
通
じ
て
気
付
か
さ
れ
る
自

分
自
身
の
姿
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
法
話
の
最
後
に
は
、
製
薬
会
社

に
勤
め
る
ご
友
人
の
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
基
礎
的
研
究
の
段
階
に
お
い

て
、
そ
の
薬
が
ど
れ
く
ら
い
効
果
が

あ
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
必

要
な
の
か
、
現
在
に
お
い
て
も
動
物

実
験
で
し
か
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と

が
で
き
ず
、
何
千
、
何
万
も
の
い
の

ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。ご
友
人
の
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た「
結

局
な
、
い
の
ち
を
救
う
に
は
い
の
ち

で
し
か
な
い
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
視
点
か
ら
願
わ

れ
た
救
い
の
目
当
て
と
、
そ
の
願
わ

れ
た
い
の
ち
を
い
た
だ
く
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

山下 瑞円 氏
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来
年
２
月
開
催
予
定
の
「
ス
ク
ー

ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ 

山
口
」
に
向
け

て
準
備
が
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
口
教
区
で
は
昨
年
の
夏
か
ら
運

営
部
・
広
報
部
・
研
修
部
の
三
部
会

に
分
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
す
る
研
修
部
は
、
教
区

の
若
手
僧
侶
10
名
と「
チ
ー
ム
・
ナ
ー

ラ
ン
ダ
」
の
メ
ン
バ
ー
12
名
で
組
織

さ
れ
、「
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ

山
口
」
の
企
画
・
当
日
の
運
営
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。「
チ
ー
ム
・
ナ
ー

ラ
ン
ダ
」
の
メ
ン
バ
ー
は
公
募
し
、

「
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ 

山
口
」

に
関
心
を
寄
せ
た
高
校
生
・
大
学
生
・

社
会
人
な
ど
様
々
な
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
全
員
が
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
県
外
在
住
の
メ
ン

バ
ー
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
夏
よ
り

山
口
県
立
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
留
学

し
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
会
議

に
継
続
的
に
参
加
し
て
く
れ
て
お

り
、
そ
の
熱
意
に
頭
が
下
が
る
と
同

時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
当
た
り
前
に

な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
部
会
で
は
、
ス

ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
林
口
砂
里
さ
ん

や
京
都
の
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
室

と
連
携
し
な
が
ら
、「
若
者
世
代
が

今
何
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
か
」

「
ど
う
い
う
人
の
話
を
聞
き
た
い
の

か
」「
仏
教
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
な

ど
の
話
し
合
い
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
て「
ス
ク
ー
ル
・

ナ
ー
ラ
ン
ダ 

山
口
」
の
テ
ー
マ
や

講
師
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
一
般
家
庭
出

身
で
あ
り
、
会
議
の
中
で
寺
院
子
弟

の
メ
ン
バ
ー
が
「
先
日
法
話
を
お
聴

聞
し
て
〜
」
と
話
し
た
の
を
「
ホ
ウ

ワ
・
チ
ョ
ウ
モ
ン
っ
て
何
で
す
か

…
？
」「
皆
さ
ん
当
た
り
前
に
知
っ

て
い
る
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か

…
？
」「
飽
和
・
弔
問
と
い
う
漢
字

し
か
思
い
浮

か
ば
な
く

て
、
実
は
疎

外
感
が
あ
り

ま
し
た
」
と

後
か
ら
申
し

訳
な
さ
そ
う

に
質
問
し
た

と
き
は
、
私

た
ち
の
自
覚

の
な
い
常
識

が
若
者
と
仏

 
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
開
催
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

   

実
行
委
員
会

　研
修
部
部
長

　河
野 

悠
玄 

教
の
ご
縁
を
阻
む
こ
と
も
あ
り
う

る
の
か
と
気
づ
か
さ
れ
、
私
自
身

も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
は
、

僧
侶
と
異
分
野
の
講
師
の
講
義
や

対
談
を
聞
き
、
そ
れ
を
受
け
て
参

加
者
同
士
が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
理
解
や
考
え

を
深
め
て
も
ら
う
の
が
特
色
で

す
。
チ
ー
ム
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
は
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
橋
渡
し

を
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
い

う
仕
事
を
担
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
講
師
陣
の
専
門
分
野
は
も
ち

ろ
ん
仏
教
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度

の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今

後
は
研
修
部
員
の
若
手
僧
侶
と

チ
ー
ム
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
メ
ン

バ
ー
が
共
に
互
い
に
刺
激
を
受
け

な
が
ら
学
び
を
深
め
、
仏
教
と
の

ご
縁
を
結
び
、
本
番
当
日
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
以
降
の
新
た
な
ご
縁

づ
く
り
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

オンライン交流会

研修部会の様子
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期 日

講 師

本 願 寺 山 口 別 院『 報 恩 講 』

11月25日（木）『帰敬式』…午後１時から

11月26日（金）・27日（土）・28日（日）…午後１時30分から

紫
し と う

藤   常
じょうしょう

昭    氏　（本願寺派布教使・福岡教区早良組徳常寺）

組 別 参 拝 日

〔27 日〕
玖珂西組、熊毛組、下松組、
防府組、山口北組、萩組、
須佐組、大津東組、白滝組、
邦西組、下関組

〔26 日〕
柳井組、岩国北組、熊毛中組、
熊濃組、周南組、山口南組、
宇部小野田組、美祢西組、
大津西組、豊田組、豊浦西組

〔28 日〕
岩国組、美和組、大島組、
熊南組、華松組、厚狭西組、
宇部北組、美祢東組、阿武組、
小月組、豊浦組

本年度も別院HP・YouTube チャンネルにて法要・法話を配信いたします

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程を変更しお勤めいたします。

また各日の参拝人数を 200 名までと制限させていただき、参拝の申し込みは

各寺院より別院までお願いいたします。申込人数によっては別日に移っていた

だく場合がございます。ご理解・ご了承のほどよろしくお願い申しあげます。

ホ ー ム ペ ー ジ YouTube チャンネル

山口別院

2022（令和４）年１月５日（水曜日）午前10時から
※新年互礼会も行う予定ですが、状況により中止する場合があります。

本願寺山口別院　輪番

本願寺山口別院

新年互礼会準備の都合上、2022（令和4）年１月２日迄に山口別院に申し込みください。

本願寺山口別院『元旦会』のご案内
日  時

講  師

場  所

申  込



本
願
寺
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口
別
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山
口
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区
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務
所

〒
七
五
四
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〇
二
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山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町
三
番
七
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
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八
三（
九
七
三
）四
一
一
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Ａ
Ｘ
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八
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九
七
三
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六
三
一 山口別院テレホン法話　083−973−0111
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別
院
・
教
区
行
事

10
月

４
日
㈪

第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
登
尾
唯
信
氏
（
布
教
団
連
合
同
朋
研
修
講
師
）

　
　
　
　
　
岡
村
謙
英
氏
（
山
口
教
区
布
教
団
副
団
長
）

４
日
㈪

山
口
仏
教
音
楽
連
盟
総
会
・
第
１
回
委
員
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

５
日
㈫

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
岡
村
謙
英
氏
（
邦
西
組
照
蓮
寺
）

21
日
㈭

連
研
の
た
め
の
研
究
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
志
摩
田
真
生
氏
（
連
研
中
央
講
師
）

23
日
㈯

全
国
真
宗
青
年
の
集
い
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
オ
ン
ラ
イ
ン

27
日
㈬

第
４
連
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
陰
教
区

　
　
講
師
／
武
田
正
文
氏
（
山
陰
教
区
高
善
寺
）

28
日
㈭

第
１
回
山
口
教
区
護
持
口
数
調
整
委
員
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

11
月

４
日
㈭

ビ
ハ
ー
ラ
第
４
連
区
集
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
漢
見
覚
恵
氏
（
連
研
中
央
講
師
）

　
　
　
　
　
児
玉
頼
幸
氏
（
山
口
せ
わ
や
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

5
日
㈮

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
尾
寺
俊
水
氏
（
豊
田
組
清
徳
寺
）

25
日
㈭

帰
敬
式
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈮

｝
別
院
報
恩
講
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
紫
藤
常
昭
氏
（
福
岡
教
区
徳
常
寺
）

〜

28
日
㈰

12
月

5
日
㈰

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
山
名
真
達
氏
（
厚
狭
西
組
願
生
寺
）

９
日
㈭

組
長
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

15
日
㈬

門
徒
総
代
会
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
村
祐
順
（
本
願
寺
山
口
別
院
　
輪
番
）

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

２
０
２
１
年
６
月
〜
２
０
２
１
年
８
月

（
敬
称
略
）

敬

弔

宇
部
小
野
田
組
　
西
教
寺
　
坊
守
　
　
　

　
　
　
西
岡
　
保
子
　  （
８9
）
６
月
４
日

大
津
東
組
　
西
福
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
和
　
伊
津
子
　  （
90
）
６
月
6
日

華
松
組
　
安
楽
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
金
安
　
弘
樹
　  （
9３
）
６
月
29
日

大
島
組
　
正
覺
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
杉
山
　
法
惠
　  （
８６
）
７
月
４
日

邦
西
組
　
光
沢
寺
　
坊
守
　
　
　
　
　
　

　
　
　
中
山
素
娥
子
　  （
８１
）
７
月
７
日

防
府
組
　
明
覚
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
岡
村
　
　
進
　  （
６７
）
７
月
１9
日

大
津
東
組
　
清
月
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
末
岡
　
貞
子
　  （
92
）
７
月
2１
日

周
南
組
　
金
剛
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
河
野
　
嶺
雄
　  （
７9
）
７
月
2３
日

岩
国
北
組
　
西
方
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
林
飛
ミ
サ
ヲ
　  （
１0１
）
７
月
25
日

美
和
組
　
眞
教
寺
　
住
職
　
　
　
　
　
　

　
　
　
粟
屋
　
隆
生
　  （
9１
）
８
月
４
日

　
十
月
に
入
り
、
県
内
で
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が
激

減
し
、
規
制
の
緩
和
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
リ
バ
ウ
ン
ド
の
恐
れ

も
予
想
さ
れ
、
手
放
し
で
喜
べ
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
山
口
教
区
で

は
皆
様
の
創
意
工
夫
と
努
力
に
よ

り
、
各
種
部
会
や
諸
行
事
も
従
来

と
形
は
違
え
ど
、
着
実
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
怠
る
こ
と
な
く
、

来
る
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
の

慶
讃
法
要
に
向
け
て
、
み
教
え
を

お
伝
え
て
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　
豊
田
組
　
浄
林
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
石
　
　
昭
爾
　  （
94
）
８
月
５
日

　
豊
浦
西
組
　
蓮
行
寺
　
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
村
野
　
晋
哉
　  （
44
）
８
月
29
日


